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研究成果の概要（和文）：日本は従来の英語教育から国際バカロレアを日本の教育モデルに融合させハイブリッ
ドモデルへと移行しつつある。今回の科研4年間で本研究の重要な目的は、特に日本、更にはアジア太平洋地域
における国際バカロレアの現在の発展段階を明らかにすることであった。日本の生徒達に高次思考力を身につけ
させるために、新しい教育学的方法が必要である。そのための一つの方法として、国際バカロレアシラバスの教
育学的フレームワークに注目した。この科研プロジェクトの途中で出版された本には日本に関する章が多く含ま
れている。その結果、伝統的な学校で働く教師がどのように教育的実践を変化させることができるのかがこの研
究の重要な焦点となった。

研究成果の概要（英文）：Japan is moving from a traditional focus on prescriptive English education 
towards a more forward-looking hybrid model, melding the influences of the International 
Baccalaureate curriculum into the existing Japanese educational model. During the four years of this
 project, a crucial aim of this research was to clarify the current stage of development of the 
International Baccalaureate syllabus specifically in Japan, and further in the Asia Pacific region. 
A new pedagogical approach to foster critical thinking skills for Japanese school children is 
necessary. One approach to achieve this is by focusing on the pedagogical framework of the 
International Baccalaureate syllabus. The book which was published as part of this Kaken project 
contained many chapters relating to Japan. A corollary of this is how teachers working in 
traditional schools are able to shift their pedagogical practice has become an important focus of 
this research.

研究分野： Applied Linguistics
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研究成果の学術的意義や社会的意義
伝統的な教育モデルは、過去から学んだことを維持するために重要な役割を果たすが、より高次の思考で補完す
る必要がある。批判的な反応で、学習者が学んだことに疑問を抱くことを可能にする。2021年度、文部科学省は
カリキュラムを改訂した。英語での対話力、仲間との意見交換力を養うことを目標とするようになった。IBシラ
バスに代表されるようなスキルへの根本的な転換が求められているのである。そこで、新しいカリキュラムの要
求に教師がどのように対応するかが重要な課題となった。その結果、十分な時間とトレーニング、そしてこのプ
ロセスの難しさを理解することが不可欠であることがわかった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景 
 
日本を含むアジア太平洋地域では、子どもたちの批判的思考力の育成に重点を置いた中高生教
育が求められている。戦後の学校教育は、杓子定規な事実の暗記を基本とする教育が続いていた。
しかし、中等教育学に革新的なものが現れ始めた。その代表が国際バカロレア（IB）のシラバス
であった。このシラバスの教育の質は非常に高く、その結果、IB 校の生徒は高い割合で名門大
学に進学し、その後、非常に良い仕事に就くことができていた。しかし、このシラバスは、世界
中の限られた私立学校で提供されるようになり、生徒は主に裕福な家庭の子女で、授業は英語の
みで行われていた。その結果、IB は英語を第一言語とする子どもたちを主な対象とすることに
なっていった。英語が母国語でない国の学校でも、やはり英語のカリキュラムしか提供されない。
そのため、現地の子どもたちは、この名門校の教育を受けることができないままだった。 
これは、日本でも同じような状況であった。しかし、近年、文部科学省の新しい教育政策のもと、
公立の一条校でも IB シラバスを日本語と英語で提供するようになり、徐々に状況が変わってき
ている。これは、日本の子どもたちが高次の思考力を身につけるための良い機会提供となってい
る。 
特にアジア太平洋地域は、伝統的で画一的な教育制度があるため、教育改革という分野での研究
の必要性が明らかになっていった。 
 
2.研究の目的 
 
日本では、従来の画一的な英語教育から、世界的なカリキュラムである国際バカロレアの影響を
日本の教育モデルに融合させた、より先進的なハイブリッドモデルへと移行してきている。日本
の学校改革は、英語力の低さに悩む日本にとって重要な課題である一方、東アジアを中心とした
国々では、教育やビジネスの分野で国際人を育成するために、21 世紀型のマルチリンガルを育
成することを目標としている。具体的には、日本における IBが、以下の 3点を目指した教育実
践にどのようなプラスの影響を与えているかを検証することが重要である。  
第一に、高次の推論、分析的な研究、プレゼンテーション能力（探究型学習、AL："active learning" 
や "deep active learning"）とも呼ばれることがある。 
第二に、英語の第二言語習得。IB の導入と予想される成功は、英語カリキュラムの改革や IB以
外の分野のカリキュラム全体の改革に建設的な影響を与えているのだろうか。特に、知識理論
（Theory of Knowledge、以下 TOK）カリキュラムは IBの中心的な要素であり、公立学校の子ど
もたちの批判的思考力を養うのに役立つものである。今後、このカリキュラムがより広がってい
く中で、通常教育の一環として TOK の実益を評価する必要がある。日本における 21 世紀型教育
の理念の展開のために、その効用を評価することは、大きな意味があるはずだ。 
第三に、従来のシラバスを中心に教えてきた教師が、文部科学省が推進する国際バカロレアシラ
バスの普及に伴い、その教え方を調整しなければならなくなった場合の専門性の向上とアイデ
ンティティについてである。 
 
3．研究の方法 
 
上記のこの問題を調査するために、2019 年、私の科研プロジェクトの狙いは、近年、アジア太
平洋地域の IB 校でどのような教育学的イノベーションが実施されているかに着目し始めること
であった。日本を含む中東、南アジア、東アジアの国々である。このことを深く調査するために、
国際的な出版社に、アジア太平洋地域の IB 教育改革をテーマとした書籍の編集を申請し、この
地域のさまざまな状況にある教師や研究者の章を集めることを目標とした。 
プロジェクトの後半では、この地域の学校で教鞭をとる教師への質的インタビューが計画され
た。その結果、この地域の各国において、教師が生徒の批判的思考力をどのように育成している
のかについて、有益な比較ができることが期待された。教育の特性は地域によって異なるので、
特に日本の教育を進める上で有益な知見が得られるはずであった。しかし、パンデミック時に他
国を訪問することが困難であったため、日本の教師の事例を調査することに焦点を移した。 
アジア太平洋地域の先生方から募集した章を中心に、新しい本を編集することとし、プロジェク
トを仕切りなおした。編集作業は 2020 年に始まり、約 1年間続いた。アジア各国から多くの応
募があった。具体的には、約 1 年かけて集中的に編集とフィードバックを行うプロセスであっ
た。これには、査読のプロセスも含まれていた。そのため、教育改革の分野で 30 人以上の専門
家を探す必要があった。これは非常に集中的なプロセスであった。査読を受けた後、次の段階の
編集が始まり、各章を入念にチェック、書き直しの指示を著者に送るを繰り返した。この段階に
は、さらに 6カ月ほどを要した。そして、丁寧に編集された原稿が出版社（IGI Global）に提出
され、2021 年にようやく本が出版されるに至った。タイトルは "アジア太平洋地域の教育改革
と国際バカロレア "である。また、日本での章の著者が勤務する学校のいくつかを訪問すること



も実現した。広島叡智学園は実際に訪問できた日本の IB 校のひとつである。非常に影響力のあ
る教諭を 2回訪問することができた。彼女からもこの本に 1章を寄稿して頂いた。彼女との交流
を通して、研究の次の段階が明確になった。これについては、以下のセクションで説明する。 
 
4．研究成果 
 
本書の編集過程で、主に日本の先生方や研究者の方々とお会いし、重要な示唆や今後の研究の可
能性についてご指導いただいた結果、さらなる研究課題が明らかになった。この 2 年間は、特
に、日本の一条校が通常のシラバスに加えて IB シラバスを提供するようになったケースに焦点
を当てた研究を行ってきた。そのような学校（例えば、滋賀県長浜市の虎姫高校）を訪問し、こ
れまでのキャリアとは全く異なるシラバスを教えることに適応しなければならない教師陣の経
験について、多くの直接的な洞察を得ることができた。その結果、研究の焦点は、IB シラバス
の指導を開始する必要に迫られた公立校の教師のケースに絞られた。特に、IB シラバスの指導
は、これまで慣れ親しんできたわけでもなく、体系的なトレーニングを受けてきたわけでもない
専門科目の指導についてであった。そこで、2022 年度の間に、岡山理科大学の代表者ダッタ・
シャミ教授による質的インタビューが行われた。ダッタ教授は日本語を母国語とし、かつ IB ス
クール政策の第一人者であるため、以下のように日本全国各地でインタビューを実施した。特に、
教員の職業経験、職業的アイデンティティの形成について調査することを目的とした。その結果
は現在も分析中である。来年度には研究成果を発表することを目指している。また、学術学会で
研究発表を行う予定もある。この研究はまだ継続中で、次の目標は、調査を継続するために、次
の科研費に応募することである。 
既述した通り、本が出版されたことで、より多くの研究課題が提示されたが、これは主に、重要
な洞察や将来の研究機会に関する指針を与えてくださった先生方や研究者の方々に出会えたお
かげに他ならない。この 2年間、私のチームは、日本の公立および私立学校において、通常のシ
ラバスに加えて IB シラバスを提供するようになった学校に特に焦点を当ててきた。そのような
学校（例えば、滋賀県長浜市の虎姫高校）を訪問し、全く異なる焦点のシラバスを教えることに
適応しなければならない先生方の経験について、多くの直接的な洞察を得ることができた。その
結果、一般的な一条校の教師が、IB シラバスの指導を開始する必要に迫られ、それに適応しな
ければならないケースに研究の焦点が当てられることになった。特に、IB シラバスの指導に慣
れていない、あるいは体系的なトレーニングを受けたことのない教員は、この課題に直面するこ
ととなった。 
そこで、まずは教員のアイデンティティの変容に関する先行研究を分析し、その上で半構造的イ
ンタビュー調査項目と実施方法をチームのメンバーで数回にわたって改良を行い、半構造的イ
ンタビュー調査方法に向けて準備をした。2022 年度に、岡山理科大学の分担者ダッタ・シャミ
教授による質的インタビュー実施のために、各校の教員及び管理職へ数回説明に伺い、調査の承
諾を得た。 
  
開智学園の各国際バカロレア学校 
県立横浜国際高等学校 
神田女学園 
佼成学園 
県立甲府西高等学校 
県立高知国際高等学校 
Pathways IB World Schools、インド 
 
この中でいくつかの学校ではすでに調査も実施済みであり、データの文字起こしも済んでいる。
他の学校に関しては今後、半構造インタビュー調査及び調査の文字起こしを実施し、MGTA 方法
で分析予定である。分担者のダッタシャミ教授（岡山理科大学）は日本語を母国語レベルで研究
調査に使用できるため、また、IB スクールの現状及び、IB の国策政策を熟知する第一人者であ
ることから、ダッタ氏が日本全国各地でインタビューを実施した。特に、教員の職業経験や職業
的アイデンティティの形成について調査することを目的とした。その結果は現在も分析中であ
るが、２０２２年度は科研の代表者にも数回報告をしに、分担者が代表者の元へ出張した。 
 
２０２３年度には学術学会で研究発表と論文発表を目指してあり、この重要な調査を継続する
ために、次の科研費に応募することも今後の計画目標である。 
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